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概要
目的 
• FELIX のデータ読み出しタイミングを調整し、ビーム・ビーム衝突によるヒット検出に最適化すること

状況 

• 2023/05/25 朝～2023/05/26 未明

• 100 GeV 金・金衝突


- 6 × 6 ビームバンチ（run7364-7350 (ID190-198), run8005-8059 ）

- 56 × 56 ビームバンチ（run7374-8002）


• MBD トリガーを使ったデータ収集, トリガーレート 300 Hz

データ収集 

• INTT システムを big partition に組み込み、ローカルモードで RCDAQ を使いデータ収集

• 生データ (calib_intt[0-7]-*.evt) を Buffer box に保存

•  Joseph のプログラムで ROOT TTree 形式に変換し、ROOT ファイル (calib_intt[0-7]-*.root) に保存




ラン

全ランのログ

• RCDAQ のモード：calib

• 基本的に Raul が FELIX/ROC/FPHX の初期化・設定、パラメータの設定、 
ランの開始・終了を行った

• DAC0 を 23 に設定し、ノイズデータを減らした


• FPHX チップのパラメータは全チップで共通

• チャンネルマスク（キャリブレーションデータを使った Cheng-Wei によるもの）あり


• 生データ 
• パス：/bbox/commissioning/INTT/calib/calib_intt[0-7]-0000????_0000.evt

• INTT DAQ サーバー（EBDB?）intt[0-7] からアクセス可能


• ROOT ファイル 
• パス：/home/phnxrc/INTT/commissioning_5_23/hit_files/calib_intt[0-7]-0000????_0000.root

• OPC0 からアクセス可能

• inttdaq からもアクセス可能（/1008_home/phnxrc/…）

※ 特に序盤はラン番号の振り方がめちゃくちゃ（7364→7367→…）

ランのまとめ（作成中）

FPHX チップのパラメータ
パラメータ名 値 パラメータ名 値

Vref        1 N1sel       6
DAC0        23 N2sel       4
DAC1        30 FB1sel      4
DAC2        60 Leaksel     0
DAC3        90 P3sel       0
DAC4        120 P2sel       4
DAC5        150 Gsel        2
DAC6        180 BWsel       8
DAC7        210 P1sel       5

Injsel      0
LVDS        63

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1dkvDEc5iUQd_xskGzAvR5JQ_HzxxxeJfPXEdy0TMKas/edit#gid=0


データ
TTree 

• ブランチは基本的に int 型

• FVTX テストベンチの構成を引き継ぎ、ブランチがいくつか追加されている

• pid:パケット ID

• adc

• ampl

• chip_id

• module: FELIX readout ch

• chan_id

• bco

• bco_full: Long64_t

• event


• roc

• barrel

• layer

• ladder

• arm: 0 (south), 1 (north)

• full_fphx

• full_roc

roc, barrel, layer, ladder, arm について 
ROC の記述 (例 RC-2N) や 

ラダーの記述 (例 B1 L0 14S) を再現できる変数


RC${roc}${arm}

B${barrel}L${layer}${ladder}${arm}
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タイミング調整：Open time
Open time スキャンのラン一覧

ID Run LV1 Delay Open time n_collisions
229 8020 0 120 127
230 8021 20 80 127
231 8023 20 75 127
232 8024 20 70 127
233 8025 20 65 127
234 8026 20 60 127
235 8027 20 50 127
236 8028 20 40 127
237 8030 20 30 127
238 8031 20 20 127
239 8032 20 10 127
240 8033 20 15 127
241 8034 20 17 127
242 8035 20 19 127
243 8036 20 12 127

• Open time だけを変えながらデータ収集

• LV1 Delay: 20（十分短いディレイ）

• n_collisions: 127 （BCO 値の選択なし）


• Open time を十分長い値からはじめ、ヒットレートが極端に 
減少し始めたときの値が目安になる
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B1L101S, Chip14 のランあたりのヒット数

イベント数による規格化あり

オンライン解析

藤原

Multiplisicy 分布


RC-4S, 7 ラダーの平均

オンライン解析

Joseph

Hit lossing ratio

Cheng-Wei

Multiplicity,

Cheng-Wei



興味深い点
• 全ラダー（？）のチップ 26 でデータが全く取れていない

例: Run8020

in
tt0

in
tt3

in
tt6

intt1 intt2

intt5

intt7

intt4

Run 番号 8000 以上のデータで chip_id==26 のヒット
は一つも見つからなかった



興味深い点
• 全ラダー（？）のチップ 26 でデータが全く取れていない

• ADC 分布に明確な MIP ピークが見えない

• ヒットのクローンがあるかもしれない

Multiplicity ごとに分割した ADC 分布

下村

クラスタリング後の DAC 分布

蜂谷
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Gauss_width  0.51± 13.46 

Constant  0.299± 5.868 

Slope     0.0158±0.1082 − 

chip =  10

signal ratio: 99.7%
noise ratio: 0.3%

Total Fit

Signal
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ELPH テストビーム実験で得られた DAC 分布

杉山

パラメータ名 値 パラメータ名 値

DAC0        23 DAC4        120

DAC1        30 DAC5        150

DAC2        60 DAC6        180

DAC3        90 DAC7        210

Multiplicity 分布

下村



その他
• Slow control は Expert GUI で行った。主に全 FELIX への一斉操作を行い、 
サーバー 1 台を除きRPC は安定稼働した。 
cold start の結果を一覧するのに図が役立った。


• ランごとに波多さんの FELIX Quick Viewer (1 FELIX version) で結果をすぐに確
認した。データ処理スピートは問題なかった（ 1 ファイル平均 20 MB）。


• 加納さんがランの記録を詳細に残した。Raul の手伝いでも活躍した。



sPHENIX Wiki
• リンク

• 書けることをとりあえず全て書いています。

• 解析の経過報告などもここに集約できるといいと思います。

• 足りない情報、わかりにくい記述などがあれば教えてください。

https://wiki.sphenix.bnl.gov/index.php/INTT_commissioning_20230525#People

